
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■■■■■■  第１編 基本的な考え方 



第 1 編 基本的な考え方 

1 
 

1．総合交通計画の目的と位置付け 

1－1 計画の目的 

札幌市を含む道央都市圏 7 市 3 町では、平成 18 年度より「第 4 回道央都市圏パーソント

リップ調査」を実施し、この調査を基に平成 22 年 3 月、道央都市圏「都市交通マスタープ

ラン」を策定しました。 
この中では、これまでの人口増加、経済成長といった状況下におけるマスタープランと異

なり、想定される将来的な人口減少、少子高齢化の急速な進展、経済活力の低下、低炭素型

都市の実現などの課題のある中、道央都市圏のあるべき将来都市像を定め、この実現に向け

た交通に関する基本方針が示されました。 
これを踏まえ、札幌市独自の 20 年後を想定した将来交通に対する基本的な考え方及び 10

年間の短・中期における交通戦略を取りまとめ、「札幌市総合交通計画」として策定するこ

ととしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 道央都市圏 札幌市 

H18   

H19   

H20   

H21 

  

H22 

  

H23 

  

札
幌
市
総
合
交
通
計
画
策
定
委
員
会

札幌市総合交通計画

基本方針に係る

内 部 検 討
関係各局の計画及び

施策等との調整・連携

パブリックコメント

『札幌市総合交通計画』 策定

第１編 基本的な考え方 （想定：20年後）

「都市交通マスタープラン」の策定を受け、あるべき

将来都市像の実現に向けて、札幌市独自の交通施策

の具体的展開について、基本的な考え方を整理する。

１．目的と位置付け

２．現状と交通課題

３．計画理念

４．基本方針

５．各交通モードの基本的な考え方

第２編 交通戦略 （想定：10年間）

短・中期における交通課題を解消するために、基本

方針ごとに交通施策を体系化するとともに、実施目標

や評価指標の設定を行う。

１．10年間におけるパッケージ型交通施策

２．実施目標及び評価指標の設定

３．ＰＤＣＡサイクルの実施
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